
図２　つくば（館野）の上空約1500ﾒｰﾄﾙの気温の変化（2005年6月7日～17日）
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図１　2005年 6月 10日 9時の地上天気図

11 日 9 時の
台風の位置

平成１７年６月の解説（週間天気予報）

【６月の天候状況】

上旬は、本州付近が移動性高気圧に覆われたため晴れや曇りの日が多くなりました。中

旬から下旬中頃にかけては、梅雨前線が南西諸島から本州の南岸付近にかけて停滞したため、

南西諸島や東日本の太平洋側を中心に曇りや雨の日が多くなりましたが、西日本では梅雨前

線の活動が不活発で高気圧に覆われやすく晴れの日が多くなりました。梅雨前線は月末にな

って北上し、本州中部に停滞して活動が活発になったため、北陸を中心に日本海側の地方で

大雨が降りました。

　月を通しての日照時間は北日本と西日本で多く、多くの観測地点で平年の 120％以上とな

りました。一方、南西諸島では少なく全ての観測地点で平年の 80％以下となりました。降

水量は、北・東日本の太平洋側と西日本で少なく、西日本を中心に多くの観測地点で平年の

40％未満となりました。月平均気温はほぼ全国的に高く、日本海側を中心に多くの地点で

平年より 2℃以上高くなりました。

【６月の検証結果】

「降水の有無」の適中率（3～7 日目の平均）は全国平均では例年（注）より 1 ポイント高

い 63％でした。九州北部地方では 9 ポイント低くなりましたが、東北、北陸、九州南部地

方では 5 から 9 ポイント高くなりました。最高気温（2～7 日目の平均）の予報誤差は全国

平均では例年より 0.1℃小さい 2.7℃で、特に北陸地方、九州地方では例年より 0.4℃から

0.5℃小さくなりました。最低気温（2～7 日目の平均）の予報誤差は全国平均では例年と同

じ 1.9℃でした。九州南部地方では 0.5℃大きくなりましたが、そのほかの地方では例年と

同様でした。　　（注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。

【６月の週間天気予報から】

6月 10日から 12日にかけて台風第４号が、日本に接近し

た後、日本の東海上を北上しました（図１）。この台風が南

の暖かい空気を運んできたため、つくばの上空約 1500 メー

トルの気温は、10 日から上昇して、11 日の夜から 12 日の

昼にかけて 16 度前後と極めて高くなりましたが、その後は

通常の状態に戻りました（図２）。

東京（大手町）では、10 日の午後には 1 時間に数ミリの

雨が降り、最高気温は 23.0℃と平年よ

り 2 度低くなりました。11 日は曇りで

時折り小雨も降り、最高気温はほぼ平年

と同じ 25.0℃でした。12 日はうす曇で

日中は日が差したため、気温が急速に上



図 1　各地の8月の真夏日の日数（平年値）
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図 2　2004年8月6日の毎時の気象経過（甲府）
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がり最高気温は 29.8℃と平年より 5℃

高くなりました（図３）。

８日発表の週間天気予報の検討にあた

っては、12 日は本州の南岸付近に梅雨

前線が停滞して、オホーツク海高気圧か

ら北東の冷たい風が吹くため、東京地方

は曇りや雨の天気になり、気温も低いと

予想し、東京地方の 12日の天気は曇り一時雨で最高気温は 21℃と発表しました。ところが、

台風第 4 号が運んできた暖かい空気が残って、オホーツク海高気圧の影響も受けませんで

した。梅雨前線の活動も弱かったため雨も降らず、日が差すこととなり、結局最高気温は予

想より 9℃上回り暑い日となりました。

　日本列島に台風が接近したり上陸したりする場合には、台風の動向により天気や気温が大

きく影響されるため、数日前に発表する天気予報にとって難しい事例の１つです。

【８月の週間天気予報の利用にあたって】

　８月は１年で最も気温が高く、真夏日（日

最高気温が 30 度以上の日）が最も多い月

です（図 1）。これは、太平洋高気圧に覆

われて晴れて暑い日が多くなるためです。

このような日には、気温はぐんぐん上昇

し、30度を超えて、場合によっては 35度

も超えて極めて暑くなります。そ

の一方で、地上付近の空気が熱せ

られ、軽くなることから大気の状

態が不安定になって、朝から晴れ

た青い空にもくもくと入道雲が立

ち上り、午後から夜にかけてあち

らこちらでにわか雨や雷雨となる

ことがあります（図 2：甲府の 1

例）。このようなときには発達した入道雲の下の場所では強い雨が降りますが、ほかの離れ

た場所では何もなかったかのように晴れています。

　夏の週間天気予報で晴れの予報が続くときでも、予想気温が30度以上で降水確率が２０％

や３０％と比較的高いときには、突然のにわか雨や雷雨の恐れが大きいことを心にとめてお

きましょう。

図３　東京の1時間毎の気象変化（2005年6月10日～12日）
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